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【売上】
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【採算】
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地域経済動向調査レポート地域経済動向調査レポート地域経済動向調査レポート地域経済動向調査レポート（中小企業景況調査より）

平成３０年７～９月期の実績・平成３０年１０～１２月期の見通し

景 況 概 要
長崎県の全産業

〔注〕

－　１　－

　今期改善を示したのは、「小売業」（４．４ポイントの改善）、「サービス業」(１．４ポイントの改

善)、横這いを示したのは「製造業」、悪化を示したのは「建設業」（１５．４ポイントの悪化）であった。

　来期の見通しでは、改善を示したのは、「製造業」（１１．４ポイントの改善）、「小売業」（７．９ポ

イントの改善）、「サービス業」（５．５ポイントの改善）、横這いを示したのは「建設業」であった。

　今期改善を示したのは、「製造業」（１１．４ポイントの改善）、「建設業」(７．４ポイントの改善)、

「小売業」(８．５ポイントの改善)、「サービス業」(２．８ポイントの改善)であった。

　来期の見通しでは、改善を示したのが、「製造業」（１４．３ポイントの改善）、「小売業」（７・８ポ

イントの改善）、「サービス業」（９．２ポイントの改善）で、悪化を示したのは、「建設業」（１８．９

ポイントの悪化）であった。

本レポートの中で「Ｄ・Ｉ」とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略です。

例えば各調査項目について増加（又は上昇、好転、長期化）と答えた企業の割合から 、

減少（又は低下、悪化、短期化）と答えた企業の割合を差し引いた値を示す表示です。

マクロ指標等では表れにくい経営者マインドを敏感につかむ事ができます。
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17年10～12月期 18年1～3月期 18年4～6月期 18年7～9月期 18年10～12月期見通し

売上 -5.7 -42.8 -40.0 -28.6 -14.3

採算 -20.6 -22.9 -20.0 -20.0 -8.6

資金繰り -11.4 -5.9 -14.3 -17.6 -11.8

業況 -8.5 -20.6 -20.0 -22.9 -6.4

〔調査対象企業のコメント〕

 今期、売上が「増加した」と答えた企業は２０．０％と、前期の１４．３％から５．７ポイント改善し

た。また、「減少した」と答えた企業は４８．６％と、前期の５４．３％から５．７ポイント減少した。

このため、今期Ｄ・Ｉ値は△２８．６と、前期の△４０．０から１１．４ポイント改善した。

 「来期の見通し」では、増加すると予測した企業は１７．１％、減少すると予測した企業は３１．４％

で、これにより来期のＤ・Ｉ値は△１４．３と、今期の△２８．６から１４．３ポイントの改善を予測し

ている。

-　２　-

・材料価格の上昇で製品価格をどのようにするか検討中である。値上げすると仕事の依頼が減

るため、資金繰りが困難である。

・既存の得意先への依存度が高かったため、新規得意先の獲得に力を入れていく（営業担当の

雇用など）予定にしているが、実際に営業がうまくいき軌道に乗るまでは、業況は悪化すると

予想する。

・引合は、活発になってきたと感じるが、取引までいたってないのが現状である。また取引に

至ったとしても一時的であるので、需要の落ち込みがあると感じている。

・６月から８月までは受注が多く、外注に出す量及び売上が上がった。９月からがどこでも仕

事量がないとの事で心配している。

・６月から８月までは受注が多く、外注に出す量及び売上が上がった。９月からがどこでも仕

事量がないとの事で心配している。
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17年10～12月期 18年1～3月期 18年4～6月期 18年7～9月期 18年10～12月期見通し

売上 7.7 7.4 0.0 7.4 -11.5

採算 11.1 18.5 7.7 -7.7 -7.7

資金繰り 3.7 7.4 0.0 -11.1 -3.7

業況 3.9 19.2 3.7 -14.8 -7.4

〔調査対象企業のコメント〕

・例年夏場にかけて仕事量が減少傾向であったが今年は規模的には小さいが増加している。人

手不足、技術者不足で仕事量が増えているように見えるのかもしれないが、スタッフを確保し

たら体制を整えていかなければならない。

・前期は大きい仕事が入ったが、今期は前年と変わらない。

・近年、工事の量が多いが、大工他の従業員が少なくなっており、職人の確保に業界全体が苦

労している。島外に出た職人が帰って来る環境を作る必要があると思う。

・業界全体的に、引き合い、仕事量が増加しているのに国の働き方改革等、時間外労働の規制

等が心配。

・仕事の依頼も少ないうえに、暑さで効率も悪く、見通しも立たない状況である。

 今期、売上が「増加した」と答えた企業は３３．３％と、前期の２５．９％から７．４ポイント増加し

た。また「減少した」と答えた企業は２５．９％と、前期の２５．９％と同値であった。このため今期

Ｄ・Ｉ値は７．４と、前期の０．０から７．４ポイント改善した。

　「来期の見通し」では、増加すると予測した企業は１５．４％、減少すると予測した企業は２６．９％

で、これにより来期のＤ・Ｉ値は△１１．５と、今期の７．４から１８．９ポイントの悪化を予測してい

る。

-　３　-
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建設業の業況判断ＤＩ推移
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17年10～12月期 18年1～3月期 18年4～6月期 18年7～9月期 18年10～12月期見通し

売上 -58.4 -45.8 -51.0 -42.5 -34.7

採算 -48.8 -51.0 -47.9 -43.5 -35.6

資金繰り -25.0 -33.3 -31.9 -25.6 -23.9

業況 -39.2 -41.3 -34.8 -46.8 -34.8

〔調査対象企業のコメント〕

 今期、売上が「増加した」と答えた企業は２１．３％と、前期の４．３％から１７．０ポイント増加し

た。また、「減少した」と答えた企業は６３．８％と、前期の５５．３％から８．５ポイント増加した。

このため、今期Ｄ・Ｉ値は△４２．５と、前期の△５１．０から８．５ポイント改善した。

 「来期の見通し」では、増加すると予測した企業は１０．９％、減少すると予測した企業は４５．６％

で、これにより来期のＤ・Ｉ値は△３４．７と、今期の△４２．５から７．８ポイントの改善を予測して

いる。

-　４　-

・今期は、天候もよくレジャーなどに出掛けるお客様も多くなり前期よりは売上増加につな

がった。しかし仕入単価は上がるものの、その分を販売単価に反映させることが出来なくて採

算がとれずに厳しい状況は変わらない。

・ネット通販、船の割引運賃等により、消費購買力の島外流出が続いている。また、島外資本

の大型店舗にお客様が集中し、地元資本の店舗は閉店、または休業状態である。後継者がいて

も、事業継続が厳しい状況である。

・売上が上がらず、借入金の方にお金がいくので、商品仕入にお金がまわらずお客様のニーズ

に応じての商品にかけてしまっている。悪循環に陥っている。

・ここ２年程、来店数の減少と１人あたりの購入量が減少して、売上が半減近くまで落ち込ん

でいる。既存顧客のリピート対策と新規ユーザー獲得を急がなければ、経営が困難になると感

じている。

・メーカーの商品政策の変更が多く、品切れ状態から廃棄になるケースが多い。又、メーカー

が来秋をめどに廃業になる予定である。このような急激な変化に対して、小売業界の展望は

真っ暗の状態。国は何をもって業況を良くするといっているのか、メーカー又は国に対して怒

りを覚える。
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小売業の業況判断ＤＩ推移
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17年10～12月期 18年1～3月期 18年4～6月期 18年7～9月期 18年10～12月期見通し

売上 -27.1 -30.4 -28.2 -25.4 -16.2

採算 -25.8 -40.0 -28.6 -27.2 -21.7

資金繰り -21.3 -22.7 -24.7 -21.4 -17.6

業況 -15.9 -32.8 -31.4 -29.6 -16.6

〔調査対象企業のコメント〕

 今期、売上が「増加した」と答えた企業は１８．３％と、前期の１９．７％から１．４ポイント減少し

た。

「減少した」と答えた企業は４３．７％と、前期の４７．９％から４．２ポイント減少した。このため、

今期Ｄ・Ｉ値は△２５．４と、前期の△２８．２から２．８ポイント改善した。

　「来期の見通し」では、増加すると予測した企業は１６．２％、減少すると予測した企業は３２．４％

で、これにより来期のＤ・Ｉ値は△１６．２と今期の△２５．４より９．２ポイントの改善を予測してい

る。

-　５　-

・従業員の確保が難しい時代になっている。特にサービス業は群を抜いている。職人を育てる

事が課題である。また近年の仕入単価上昇で設備投資を思い切って出来ないのも問題である。

外国人観光客が増えている事は良い事だと思う。

・材料等の仕入単価の上昇と天候不良で野菜、魚類が値上りしている。電気料金等、災害は店

舗に多く影響しているようであるが、前年度の月と今期の予想が厳しい。客単価が下がってい

る。設備での借入金が必要であるが借入は厳しい。

・老朽化でエアコン、照明器具が続けて悪くなった。エアコンは修理出来たが、照明器具は不

可能で大出費となった。営業用のエアコンは高額で修理不可能になると経営を圧迫する。高齢

のため長期ローンは組めないような現状である。

・長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産が世界遺産に登録されたことで、観光客が急激に

増加し、売り上げの増加につながった。

・宴会が少なく、仕入単価が上がっているので利益が少ない。経営者、従業員皆が高齢で無理

できない為、店を早く閉める事が多い。
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